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雇用シェアポートセンターとは

 新型コロナの影響で、雇用維持が
困難な事業者と人手不足事業者の
二極化が進む

 そこで、県内事業者の雇用シェア
を推進するため４月１日に開設

 社会保険労務士等の専門家が相談
対応や各種サポートを実施

 副業希望者に対しては、キャリア
コンサルタンティングや合同企業
説明会を実施
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センターの実績（相談対応）

① 県内事業者の相談対応

12月末時点で述べ140件の相談対応を行った。

うち57件は、産業雇用安定センターとの同行訪問。

② 副業希望者の相談対応

副業希望者については、12月末時点で述べ32件の
相談対応を行った。

うち29件は、合同企業説明会で設置したキャリア
カウンセリングブースによる。
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センターの実績（セミナー）

③ 企業向け、雇用シェア啓発セミナーの開催

計３回、78社を対象にセミナーを行った。

 １回目は、8/24に滋賀労働局、産雇センターと共催

 ２回目は、8/25に米原市商工会にて実施

 ３回目は、10/20に草津商工会議所にて実施

④ 従業員向け「キャリア開発」セミナーの開催

計２回、54名を対象にセミナーを行った。

 １回目は、10/20に「人生100年時代の社会人基礎力」

をテーマに開催（大津市、建材の製造・販売等）

 ２回目は、11/26に「人生100年時代の社会人基礎力」

をテーマに開催（守山市、工作機械の製造・販売等）
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センターの実績（副業合説）

⑤ 副業希望者向け合同企業説明会

 11月11日にホテルボストンプラザ

草津にて「複業希望者向け合同企

業説明会」を開催した。

 出展企業数は34社、参加者数は

75名（延べ91名）。

 追跡調査の結果、５社７名の採用

に繋がったことが分かっている。
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センターの実績（マッチング）

⑥ マッチングについて

 １月末時点でのマッチング成立件数は、４件５名。

 雇用シェアがあまり進まない理由としては、雇用過剰と
なっている事業者は一定数いるものの、雇用調整助成金の
コロナ特例を活用して休業させている事業者が多い。

 また、コロナ禍の先行きが見通せないことから、柔軟に復
帰させることが難しくなる出向を躊躇するケースもある。
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 相談件数は順調であるが、マッチングは進んでいない。

 要因の一つとして、求人登録等には繋がるものの、その件数
が十分でなく、条件がマッチしないことが挙げられる。

 コロナ禍において、雇用シェアは雇用維持のための有効な

手段であることから、引き続き啓発活動が必要である。

 継続して支援を行い、求人登録等を増やすことにより、緊急
時におけるマッチング成約率を高めることが期待できる。

雇用シェア支援の課題




